
35 
 

７ 非正規雇用労働者の労働実態 

（１）非正規雇用労働者の雇用状況  

 

 

 

 

 

①非正規雇用労働者を雇用している事業所数 

非正規雇用労働者を雇用している事業所数をみると、全体では 69.7%となっている。産業別では、情

報通信業が 100%、金融業、保険業が 94.7％と高く、逆に電気・ガス・水道業は 28.6%と低い。 

また、短時間正規雇用労働者を雇用している事業所は、全体では 14.1%で、学術研究、専門・技術業

が 55.6％と最も高く、次いで製造業が 21.8%となっている。【表 18】 

 

【表 18】就業形態別労働者を雇用している事業所の割合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非正規労働者とは、正規雇用（正社員）以外の雇用形態で働く労働者を指し、契約社員、派遣社員、

パートタイマー、アルバイトなどが含まれる。非正規労働者の定義は、労働基準法上の「労働者」で

あることに変わりはないが、雇用契約の期間や労働条件、キャリア形成の機会などで正規雇用と異な

る点が多いため、様々な問題も指摘されている。 
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②非正規雇用労働者を雇用する理由 

非正規雇用労働者を雇用する理由は、「人を集めやすいため」が 32.5%と最も高く、次いで「定年退職

者の再雇用のため」が 29.3%、「人件費が割安なため(労務コストの効率化)」が 26.4%となっている。 

【図 38】 

 

【図 38】非正規雇用労働者を雇用する理由   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）非正規雇用労働者から正規雇用労働者への転換 

①非正規雇用労働者から正規雇用労働者に転換する制度の有無 

非正規雇用労働者から正規雇用労働者に転換する制度の有無については、「制度有り」が 47.1%、「制

度なし」が 30.9%となっている。 

 

【図 39】非正規雇用労働者から正規雇用労働者に転換する制度の有無   
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②過去 3年間に非正規雇用労働者から正規雇用労働者に転換した実績 

過去３年間に非正規労働者から正規雇用労働者に転換した実績の有無については、「実際に正規雇用

労働者に転換した者がいた」と回答した事業所が 37.8%、「正規雇用労働者に転換したものはいなかっ

た」が 10.3%となっている。また、「正規労働者への転換を希望した非正規雇用労働者はいなかった」が

48.5%と高い値になっている。 

 

【図 40】過去 3年間に非正規雇用労働者から正規雇用労働者に転換した実績   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③非正規雇用労働者から正規雇用労働者に転換する際に支障になっていること 

非正規雇用労働者から正規雇用労働者に転換する際に支障になっていることの問いには、「支障とな

っていることはない」が 35.6%、「正規雇用労働者への応募が少ない」が 22.3%となっている。 

具体的な支障については、「正規雇用労働者に転換するには能力が不足している」が 17.6%、「正規雇

用労働者としてのポストがない」が 11.6%となっている。 

 

【図 41】非正規雇用労働者から正規雇用労働者に転換する際に支障になっていること  

 

 

 

 


